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ハザードマップについて

自宅等の周りではどんな災害と被害が想定
されているかを確認しましょう。

ハザードマップの使い方

1

自宅等の最寄りの避難所に印をつけましょう。
また、第2候補、第3候補も決めましょう。

2 避難する場所を確認しましょう

自宅等から避難所までの避難経路を考え
ましょう。川・山の近くを通るルートは危険
なので避けましょう。

3 安全な避難経路を決めましょう

足元が悪い状況でも安全に避難できそう
か確かめましょう。地図上ではわからな
い危険が潜んでいるかもしれません。

4 実際に避難経路を歩いてみましょう

災害時の行動について家族と話し合い、
表紙のわが家の防災メモに書き込んでみ
ましょう。

5 家族で話し合いましょう

学校や近所で災害について話し合うこと
も大事です。いざというときは周りの人と
協力して避難しましょう。

6 学校や近所で考えましょう

災防
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